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本附属学校園は，平成20年 4月，三附属専任の附属校園長が着任し，幼小中一貫教育体制を

本格実施しました。一貫教育を中核に据えた取組は，本年度で 3年目になります。そして，本

年度より第二期中期計画期間を迎え，本附属学校園では，学部教員の『附属学校園研究紀要』

への執筆を依頼しました。共同研究者として，より実質的な共同研究へと歩をすすめる新たな

それは，本学校園の一貫教育に関わる組織運営の確立が，さらに「質的充実」に発

りわお

特別活動部会では，昨年度までに，本学校圏での特別活動における11年閣の学びを通して育つ子と、も

の姿を定め，そこで、育つ資質や能力を『 6つの力』として整理している。今年度は，各学年の活動から

特別活動で育てたい力や気もちを視点に，それぞれで、中心となる活動を選定し，活動計画案を作成した。

特別活動で育てたい力とともに気もちにまで視点をあてることで，道徳の重点目標と関連させ，表面的

な活動の成果にとどまることなく， しっかりと子どもの育ちを検証できる計画案となった。そこから，

活動の原動力としての自尊感情の重要性がはっきりした。また，特別活動において，ふりかえる場面で

も「自分を思いやる」心情が高まると推測できる。さらに， 11年閣をつなぐことで，教育研究ブロック

の移行期である小 2から小 3，小 5から小 6への特別活動におけるつながりや初等部後期では小 3が，

中等部では小 6が起点になっていることなどが見えてきた。一方，中心の活動として小学校の体育会と

中学校の運動会をつないだことで，小 6から中 lでつけたい力を共通理解しながら，その活動を設定し

ていく必要性があることも明らかになった。 試みです。

展することを期待してのもので、す。

これまで，幼小中11年間の教育に一貫性をまた，本学校園の一貫教育に関する教育研究は，

もたせるため，各附属校園共通の育てたい子どもの姿をとらえたうえで，「子どもの学びをと

らえる」＜一年次＞，「子どもの学びをつなぐ」＜二年次＞と，漸次，その内容・方法等につ

いての実践的追究とその進展を図ってきました。そして，＜三年次＞に当たる本年度は「子ど－運動会

もの学び、をつむぐ」とし，「つむくつをキーワードに取り組んでいます。「つむぐ」とは，「綿

その繊維を引き出し，撚をかけて糸にする」（『広辞苑』より）

意味です。「つむぐ」には，昨年度までの取組を踏まえ，個と個の学びの「つながりJを「よ

より関係づけながらつないでいこうJとの思いが込められていますO 「つむ

の
または繭を糸縫車にかけ，

り深くより広く，

そこでは，子どもたち自らが学び合いながら思考・判断・表現等を深めていくよう

どう切り込めばいいのか，どうゆさぶっていくのか，教師による教授行為の質

が問われます。教育の営みは，人と人との向かい合いが原点と考えますO そして，教師が働き

かけることによって子どもたちの主体的な学び、合いが成立します。その意味では，

むぐ」は，教育の根本に立ち戻って教師の指導のありょうを本質的に間い直すものになると考

どう働きかければよいのでぐ」ために，教師は，子どもたちの学び合いをどのように構想し，

しょうか。

にするために，
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本校が考える「社会力」は，

ただ単に，よりよい社会を築い

ていけたらよいというものでは

ない。よりよい社会を築くまで

に，どのような力がはたらき，

そこに，どのような心情の高ま

りがあったかということを大切

にする。人が人とかかわる上で，

心の高まりと実践できる力とが

よりよくつむがれて，子ども一

人ひとりが「社会力」につなが

る力を身につけていくものと考

える。それが，「思いやりをも

ち集団の一員であることを自覚

した」姿へ近づくことである。
えます。

このように，本研究紀要は，一貫教育を見据えて，「子どもの学び、をつむぐ」ための教師の

働きかけについて日々の実践の一端を基に各教科・研究領域等で執筆しております。さらに，

本研究発表会の開催及び、本研究紀要をまとめるに当たりましては，執筆いただいた共同研究者

の先生方はもとより，県・市の教育委員会関係からの本研究発表会助言者の先生方に適切なご

指導・ご助言をいただきました。心より厚くお礼申し上げます。
具体的な取り組みが明らかになると考える。いが，実際の実践をイメージして示すことで，

こうした本附属学校園の一貫教育の取組は，なおも課題が多く見出され，未だ、取組半ばで、は

今後とも，本学校園の研究・実践に対しまして，諸先生方の温かいご理解とご批

生有々佐学校園長

ありますが，

正をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

平成22年11月

3つ研究領域の関連づけ（ 3つの領域をつむぐ）

［「社会力Jの育成をめざした実践的な取り組みの一例］

特別活動発達段階
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〈特別活動〉と〈道徳〉
を『つむぐ』

そこで， 〈道徳〉で整理した

重点目標に関わる子どもの心情

がく保育・生活・総合〉とく特｜土台・原動力I[ 
別活動〉の具体的な活動の中で，どのような場面でどのように現れるかをそれぞれの活動案に明示した。

それぞれの領域でまとめた中に示された土台や原動力も含め，それぞれがつながっている様子を示した

のが上の図である。 〈保育・生活・総合〉とく特別活動〉に示した具体的な活動は，一つの例にすぎな

おわりに

これまでは，各領域の中でそれぞれに「社会力Jの育成についてまとめてきたが，今年度は，〈道徳〉

で示した重点目標と関連づけてく保育・生活・総合〉とく特別活動〉の具体的な活動計画を立てた。そ

こから見えてきたことは，〈保育・生活・総合〉とく特別活動〉での具体的な活動でも〈道徳〉で整理

した重点目標にそって子どもたちの気もちが現れるということである。「社会力Jの育成を考えるとき，

子どもたちの心情にも視点をあて，よりよい活動を実践していくことが大切だと考える。

また，今年度は，〈保育・生活・総合〉とく特別活動〉をく道徳〉とつむいだが， 〈保育・生活・総

合〉とく特別活動〉とのつながりも見えてきている。来年度の実践を通して，そのつながりも明らかに

なり，それが，教育活動全体をつむぐ視点になることを願う。 （文責仙田淳一）
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保育・生活・総合
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それぞれの研究領域と土台や原動力を『つむぐ』

『亙翠F

自尊感情の育成 基本的な生活習慣
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